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研究成果の概要（和文）：本研究は、日本美術史の中でも最も研究の遅れている14世紀（鎌倉末・南北朝・室町
初頭）に活動した絵師の工房組織、絵師ごとの様式の特質、さらには絵画制作を支えた武家政権（鎌倉幕府、室
町幕府）や公家政権のパトロネージを分析した。絵画の様式比較に関しては、IIIFというウェブ上の画像公開の
新たな規格を活用し、複数の所蔵先（美術館・博物館・図書館）で公開される画像の細部を精細に比較できるシ
ステムの開発を行った。これらの成果は、髙岸輝『中世やまと絵史論』（吉川弘文館、2020年）をはじめとする
研究書、各地で開催した展覧会、シンポジウム開催という形で成果を社会に還元した。

研究成果の概要（英文）：This KAKEN Project is focusing on 14th century (late Kamakura, Nanbokucho, 
and early Muromachi Periods) Japanese Yamato-e Paintings, such as Emaki, Portrait, Buddhist 
Paintings. We examined these paintings thorough establishing the IIIF (International Image 
Interoperability Framework) viewer system. Our results has been published in Akira Takagishi "
Reflections on medieval Yamato-e,”and other books, and several exhibitions held in Japanese 
museums.

研究分野： 日本美術史
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
従来の日本美術史は、たとえば平安末期や桃山時代を盛期ととらえ、それ以外の時期については谷間の時期と捉
える見方が主流であった。本研究では、日本中世（12世紀～16世紀）のちょうど真ん中に位置し、鎌倉・南北
朝・室町と政権が転変した14世紀を絵画の側面から再度捉えなおし、この時代に特有の様式の複層性、政権の移
行に伴う絵師組織の変容を俯瞰的に把握することができた。また、IIIFを活用した画像比較システムの開発は、
将来の美術史学における研究の効率化に大きく寄与するものである。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 

14 世紀の日本美術史をどう捉えるか、という本研究の課題に対し、髙岸および加須屋は、2017
年に刊行した『天皇の美術史』所収の論考において、それぞれ別の角度から問題を提起した。加
須屋誠「十四世紀美術論―後醍醐天皇を中心にして―」は、大覚寺統・南朝の皇統が関与した美
術作品を幅広く渉猟するとともに、14 世紀を前期と後期に分けて主要な絵画作品の様式的特質
とその変化を指摘している。髙岸は、科研費「十四世紀やまと絵の包括的把握による日本中世絵
画史の再構築」（基盤（Ｃ）、2015～2017 年度）の成果として、「天皇と中世絵巻」を上梓した。
ここでは、14 世紀前半の『花園天皇宸記』に記された美術関係記事の分析を通じ、持明院統・
北朝の皇統が花園天皇周辺にサロンを形成し、自らの正統性を主張する方途として絵巻を管理・
蒐集・制作・鑑賞していた実態を明らかした。また、『看聞日記』の分析から、14 世紀の美術コ
レクションが 15 世紀前半においても継承・評価されたことを示した。いずれも、空白期と見な
されてきた 14 世紀美術の総合的把握を提唱したものであり、本研究の着想基盤となっている。 

2010 年代に入り、国内の博物館では、縁起・絵伝を主題とする中世絵巻の全巻公開が行われ
る機会が増えている。「広い 14 世紀」の作例としては「玄奘三蔵絵」（奈良国立博物館、2011 年）、
「松崎天神縁起絵巻」（山口県立美術館、2011 年）、「石山寺縁起絵巻」（滋賀県立近代美術館、
2012 年）、「一遍聖絵」（神奈川県下三館合同、2015 年）、制作時期がやや降る「當麻寺縁起絵巻」
（葛城市歴史博物館、2010～2012 年）、光明寺本「遊行上人縁起絵」（最上義光歴史館、2013 年）、
「道成寺縁起絵巻」（和歌山県立博物館、2017 年）などで、基礎資料となる図録の刊行に加え、
相澤正彦・國賀由美子編『石山寺縁起絵巻集成』（中央公論美術出版、2016 年）のような網羅的
成果も現れた。一方、髙岸・藤原が企画協力をした「絵巻マニア列伝」展では多数の絵伝・絵巻
を出品し、絵巻の蒐集や享受という機能や象徴としての側面に注目した。本研究は、こうした個
別の作品研究と、作品群としての把握とを総合化する試みである。また、14 世紀の最重要作品
「春日権現験記絵巻」は修理が進行中だが、部分画像を多数掲載した光学調査報告書（東京文化
財研究所）が 2017 年に刊行開始された。 
 
２．研究の目的 

1995 年、米倉迪夫氏が神護寺三像を 14 世紀の半ばに位置づけたことで、美術史だけでなく
文献史学の研究者も巻き込み、中世肖像画に関する議論が高まりを見せた。一方、寺社の草創と
霊験を説く「縁起」、聖者や高僧の伝記を説く「絵伝」に関しては、一部の作品研究において深
化が認められるものの、作品相互の比較による 14 世紀の体系的な把握は手つかずのままである。
これら縁起・絵伝は現存遺品が比較的多く、個人による総合的な調査には限界があること、絵巻・
掛幅はいずれも画面の面積が大きく、細部の図様を印刷物で確認しづらいことが、研究の進展を
阻害してきた。ところが近年、国立博物館の「e 国宝」をはじめ、国内外の博物館・美術館・図
書館による高精細画像の公開が進み、部分比較の利便性が飛躍的に向上した。デジタル技術の進
歩によって、画像に対するアプローチが劇的に改善された結果、豊富な情報を含む縁起・絵伝は、
14 世紀という空白地帯を埋める最善の素材として浮上した。 
 
３．研究の方法 
本研究では、中世の縁起・絵伝に関し、最近 10 年間において実証的かつ顕著な作品研究を進

めている加須屋誠・津田徹英・藤原重雄を研究分担者に迎える。研究代表者とあわせて四名の方
法的特徴は、次のようにまとめられる。 
髙岸輝……様式比較・構図分析の融合により、長期スパンにわたる様式継承・変化の把握。中 

世公家日記の精読と再解釈を通じた、公武権力による美術コレクション史の構築。土佐派など絵
師組織の系譜的考察。 
加須屋誠…中世仏教説話画の政治・社会的受容史・享受史の構築。図像学的手法による描写内

容の読み込みと、関連史料の悉皆的な収集を通じた、精密な個別作品研究。 
津田徹英…詞書書風の比較に基づいた詞書染筆者の特定および制作年代の絞り込み。初期真

宗教団の組織や教義解釈の精査に基づく美術制作と使用の場を描出。 
藤原重雄…未翻刻資料の発掘・解釈を通じた、作品の位置付けや制作組織の再評価。同主題の 

絵巻と掛幅縁起絵との比較により縁起・絵伝理解を総合化。特に掛幅の大画面作品に関し、トレ
ース図を活用して描写内容の厳密な特定を行う。 
上記は、いずれも作品内部に現れた描写内容や表現様式に肉薄する視点と、文献史料を駆使し

た制作組織および縁起・絵伝の社会的位置づけという俯瞰的視野とを兼ね備えるもので、相互の
連携による相乗効果が期待できる。そして、個別の作品研究を、後述する宗派別の六つグループ
に置き直し、複数の近接する作品を群として捉えなおすことを試みる。 
対象とする画像データの大規模化と、細部比較の効率化を目指し、IIIF 規格による画像の活

用と分析ツールの開発を進める。IIIF (International Image Interoperability Framework)は画
像データベース公開の新たな統一規格で、同一ブラウザ上で各地の画像を自在に比較可能であ
る。同規格は、国文学研究資料館の絵巻・絵入本や、津田の監修のもと 2016 年 6 月に公開され



た「大正新脩大蔵経図像部データベース」で先駆的に導入されており、海外でもメトロポリタン
美術館などに導入の動きがある。本研究では鈴木親彦氏を連携研究者に迎え、試作中の IIIF キ
ュレーションビューワを実用化に向け改良する。これは、絵巻などの絵や詞書から顔や文字など
部分を抽出、膨大な数量の部分画像を一覧化できるものである。IIIF 公開画像を活用するとと
もに、既存の画像データや新規調査画像の IIIF 化を進め、ビューワを用いた作品の系統・年代、
染筆者や絵師の特定を効率的に進める。 
 
４．研究成果 
ここでは年度ごとの成果を挙げる。 
 
（2018 年度） 
 初年度にあたり、研究分担者および協力者による打ち合わせを開催し、研究期間内の活動に関
する方針を策定した。髙岸・津田は、従前から継続している「遊行上人縁起絵巻」諸本および時
宗関係絵画の調査・撮影を進め、次年度に予定されている遊行寺宝物館での「真教と時衆」展へ
と展開することとし、神奈川・遊行寺、静岡・海蔵寺、静岡・佐野美術館に所蔵される断簡の熟
覧、撮影を実施した。また、髙岸・藤原は、米国所在の 14 世紀の縁起・高僧伝の調査を行うた
めの準備作業を進めた。IIIF 画像を用いた様式比較に関しては、CODH の鈴木親彦とともに、
顔貌比較のツール開発を進め、特に、「遊行上人縁起絵巻」を素材として、実際の比較作業を試
行した。 
 年度内の研究業績として、津田「神奈川県立歴史博物館蔵一遍上人像の画讃をめぐって」は、
表題作を中心に 14 世紀における高僧の肖像と伝説化を問うている。加須屋『記憶の図像学』は、
広汎な時代に視野を広げつつ、仏教に関わる図像の在り方を述べた。このほか、鈴木・髙岸の共
著による IIIF に関する口頭発表、髙岸による日本の聖地の表現に関して、寺社縁起や巡礼に注
目したシンポジウム発表などがある。また、髙岸が米国で行った基調講演は、中世絵巻の重要作
品に関して、寺院所在する現地の景観の描写に関する考察である。 
 研究分担者それぞれの担当テーマに関して、従前からの研究の蓄積に加え、作品の現地調査を
計画・実施した。なお、海外調査に関して予定の変更があったため、研究費の一部を次年度に繰
り越し、2019 年 6 月にボストン美術館およびシアトル・アジア美術館において、調査・熟覧を
遂行することができた。 
 
（2019 年度） 
研究の二年目にあたり、CODH の鈴木を新たに研究分担者に迎え、IIIF 画像を活用するため

のキュレーション・プラットフォームの開発および実装をさらに推進することとした。髙岸・津
田を中心に進めている「遊行上人縁起絵巻」および時宗関係絵画の調査・研究に関しては、成果
を反映した「真教と時衆」展が遊行寺宝物館で開催された（会期：2019 年 9 月 7 日～11 月 10
日）。期間中、本科研も共催するかたちで「真教と時衆を絵巻から読み解く―中世絵巻研究の最
前線」（10 月 20 日、藤沢市ふじさわ宿交流館）と題したシンポジウムを開催、津田「詞書の筆
跡から「遊行上人縁起絵」の制作年代を考える」、髙岸「「遊行上人縁起絵」の画風検討を通じた
十四世紀絵巻史の再構築」の講演を行った。展覧会とシンポジウムを通じて本科研の研究内容を
広く発信する機会となった。 
 出版物としては、加須屋『仏教説話画論集』（中央公論美術出版、2019 年）、髙岸『中世やま
と絵史論』（吉川弘文館、2020 年）が挙げられる。前者は、古代から中世にいたる仏教絵画、絵
巻などを題材とし、テクストとイメージの関係を幅広く問うものである。後者は、全２３章から
なり、中世やまと絵の絵師・パトロン・コレクションなどを俯瞰する内容である。特に第Ⅰ部第
六章「「遊行上人縁起絵巻」諸本の様式と年代」は、本科研の調査結果をふまえ、同主題の絵巻
のなかから 14 世紀に制作された金光寺本・金台寺本・金蓮寺本・清浄光寺甲本・真光寺本を取
り上げた。これら諸本の間によこたわる様式の振幅から、14 世紀において、古代から継続した
古典的かつ格調の高い様式だけでなく 
 
（2020 年度） 
 本年度の最大の成果は、加須屋『仏教説話画論集』下の刊行である。全 10 章からなる本書は、
12 世紀から 14 世紀を対象とするが、特に「笠置曼荼羅小論」「本土寺蔵「観音経絵」小論」「十
三世紀美術論」「十四世紀美術論」では、鎌倉時代の大画面仏教説話画の主要作例についての徹
底した考究が行われるとともに、13 世紀から 14 世紀の美術史を、公武や聖俗によるパトロネー
ジ論、仏画とやまと絵の様式論、絵師・絵仏師の作家論を融合し、広い時間的視野から俯 
瞰した。 
髙岸は、「中世絵巻の〈作者〉とその基盤―「春日権現験記絵巻」と古代宝蔵の再生をめぐって

―」において、鎌倉時代後期の西園寺家周辺で、平安期の宝蔵の楽器が再生され、春日社に奉納
された事例から、同家が制作させた「春日権現験記絵巻」の様式に平安末期の復古が想定される
ことを指摘した。また、「中世絵巻の〈作者〉とその基盤」（『〈作者〉とは何か』所収）は、初期



の足利将軍家（足利尊氏、直義、義詮）が畿内・九州の寺院に奉納した仏像が、奉納者と等 
身大であったという記録から、等身大の神護寺三像（「伝源頼朝像」「伝平重盛像」「伝藤原光能
像」）の像主が足利尊氏、直義、義詮とする説を補強する見解を示した。「「粉河観音縁起絵巻」
七巻本の成立圏」は、初期の足利将軍による粉河寺信仰と１４世紀末における七巻本絵巻の成立
事情を考察した。 
 藤原「東寺本『弘法大師行状絵巻』の披覧記事」（『造形のポエティカ』所収）は、14 世紀末
に成立した基準作例が、その後、中世を通じてどのように閲覧され、宝物としての価値を形成し
たかを文献の精査から明らかにした。 
 津田は、近江地方に現存する 14 世紀の真宗系作例の調査と報告を継続中である。 
 鈴木・髙岸は、IIIF の画像を活用した絵巻の部分比較ツールの開発を行い、AI を用いた顔貌
の自動認識による処理についても国際共同研究を加速している。 
 
（2021 年度） 
 2021 年度末に刊行された辻惟雄、アン・ニシムラ・モース、髙岸輝監修『ボストン美術館日
本美術総合調査図録』（中央公論美術出版）は、2019 年度に本科研の調査の一環として行ったボ
ストン美術館における絵巻の悉皆的な調査内容を反映させたものである。今回の調査で確認さ
れた同館所蔵の絵巻は、総計 94 タイトルにのぼり、古代から近代にいたる原本・模本が含まれ
ている。図録では、これらすべての作品のデータと解題を付し、主要作品の写真を掲載した。こ
の中には、新たに見出されたものも数多く含まれることから、将来の絵巻研究に大きく貢献する
ものと考える。 
 また、フランス・フォンテーヌブロー宮殿美術館にて発見された江戸幕末の外交使節による絵
画に関して、展覧会およびシンポジウムを開催し、中近世のやまと絵、および絵師の活動を俯瞰
的にとらえる試みを行った。 
 IIIF を活用した絵巻の様式比較についても研究を深化させ、鈴木・髙岸の共著で学会発表を
行った。本科研による一連の研究は、人文情報学と美術史学を融合する新たな成果として注目さ
れており、2022 年 3 月に鈴木が情報処理学会より山下記念研究賞を授与されたことも特筆され
る。 
 津田による真宗系絵画および 14 世紀絵巻の詞書書風分析に関しても、清浄光寺に所蔵される
古筆手鑑のなかから「遊行上人縁起絵巻」の詞書断簡が発見されるなど、新たな調査成果を蓄積
しつつある。 
 上記の研究は、髙岸を代表とする後継の科学研究費により継続する予定である。 
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 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁
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 ４．巻
Chikahiko Suzuki, Akira Takagishi, Asanobu Kitamoto 2021

 １．著者名



2021年

2020年

2019年

2019年
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東京大学芸術創造連携研究機構発足シンポジウム「学問と芸術の協働―アートで知性を拡張し、社会の未来を開く―」

International Symposium in Japanese Literary and Visual Studies（招待講演）（国際学会）

シンポジウム「室町時代源氏絵研究の最前線」（招待講演）

真教と時衆を絵巻から読み解く―中世絵巻研究の最前線（招待講演）

 ３．学会等名
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「遊行上人縁起絵」の画風検討を通じた十四世紀絵巻史の再構築

伝統技術と最新技術で古美術を復元する



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題
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 ３．学会等名

 ３．学会等名

「絵ものがたりメディア文化遺産の普遍的価値の国際共同研究による探求と発信」国際ワークショップ（招待講演）（国際学会）
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 ４．発行年
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髙岸輝
 １．発表者名

 ４．発表年
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 ２．出版社
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 ５．総ページ数
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